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遂げつつあり，経済・社会は成熟し日本と類似した

構造となってきた。近代化に伴う都市問題や交通問

題・環境問題，地域格差など共通する課題も多い。

また，日本と同じく資源小国であり，産業の成熟化

によって現在のような加工貿易国から脱工業化社会

へ大きく脱皮することが予想され，新たな産業社会

の構築に向けて克服すべき課題も多い。日本はいち

早く成熟化した立場から様々な課題解決の提案がで

きる。一方，内需による成長で発展してきた日本に

比べ，当初から海外市場を睨んで経済戦略を行って

きた台湾は，国際化の視点では日本より進んでおり，

日本が台湾から学ぶべき点も多い。

今般，石川の老舗温泉旅館が台北に開業し，石川

流のおもてなしを台湾の人々に発信している。開業

までには，言葉の問題，文化・慣習の相違などを超

えるために多大な努力が払われた。台湾への直行便

の増便によって，台湾から北陸に来る観光客も激増

している。今後もますます台湾との交流が促進され

るだろう。交流を活性化させ，ビジネスチャンスを

拡大し，双方がWINWINの関係を築き上げるた

めにも，文化の壁を越えて，両国がともに取り組む

べき課題は尽きないであろう。

このような現状を踏まえ，「異文化研究」では，日

本と台湾の文化・社会の比較研究を通して，互いに

共通点・相違点を理解し，それらの背景をなす価値

観の相違に気付くことを目的とした。さらには，共

通する課題を発見し，次年度以降実施する「グロー

バル提案」におけるグローバルニーズのヒントを得

ることをねらいとした。そのために，日本の状況と

台湾の状況を事前調査し，留学生や台湾からの研修

生と課題についてディスカッションを行った。また，

実際に台湾に赴き，台湾師範大学附属高級中学校生

徒とラウンドテーブル方式のディスカッションなど

を実施し，共同調査を行ないながら課題を発見し，

解決の方向性を探った。

この研究活動を通じて，日本と台湾の学生がとも

に学びあい，協力し合うことは，単なる異文化体験

を超えた貴重な経験となり，複眼的・傭撒的思考力

を養いグローバルマインドを培うために欠かせない。

また，現地の学生と協力することで，課題設定の質

を高め，調査・研究内容の向上が期待できる。共同

調査やラウンドテーブルを通して，英語によるコ

ミュニケーション能力も高めることができ，この共

同研究を通じて築かれた人的ネットワークは将来に

わたって彼らを助け，グローバルな場で活躍する人

材となることを促すことになるだろう。

3．実施計画と評価計画

上記の目的とねらいを踏まえ，「異文化研究」の実

施計画を以下のように策定した（表l参照)。

【ll月～12月】

〔内容〕日台文化・社会比較事前調査

〔方法〕・グループテーマ・個人テーマ設定…研究

グループ（6～7人単位）を定め，それ

に基づき生徒個々が個人テーマを決める。

・国内調査…調査方法は，文献・インター

ネット，国内アンケート調査

・事前調査レポート作成，グループ内発表

へ
＝

〔評価の観点〕

・テーマ設定の適切さ，・課題認識の適切

さ，

・仮説・研究・調査方法の適切さ

【1月～2月】

〔内容〕日台文化・社会比較現地調査準備

〔方法〕・台湾師範大教授・学生による台湾Hour

…台湾師範大学生とデイスカッション，

・留学生との異文化交流事業

・現地調査計画書作成…台湾師範大学附属

高級中学生に対するアンケート，事前調

査
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表1年間計画

b月日 学習活動

1A lB・1C

10月30日（金）
｢異文化研究」オリエンテーション，台湾事前学習，台湾の歴史と地

理・風土

11月11日（火） 11月7日（金） 研究テーマ決定に向けて…KJ法による研究テーマの絞り込み匿詞~11

11月18日（火） 11月21日（金） 研究テーマの決定とグループ作り

11月25日（火） 11月21日（金） 研究の論点および具体的な内容の考察

12月2日（火） 11月28日（金） 台湾師範大生や附属高校生に対する質問事項の検討

12月16日（火）
研究概要の作成，論点の整理

台湾師範大生や附属高校生に対する質問事項整理

唖

11月18日（火） 12月19日（金） ……各グループと師範大学性・師範大学附属高校生とのマッチング

1月9日（金）
Taiwanhourに向けてのガイダンス，

プレ・ディスカッションの準備，

唖

1月20日（火） 1月16日（金） プレ・ディスカッションの準備，要点の図示英語版の作成

2月3日（火） 1月23日（金） プレ・ディスカッションの準備，要点の図示英語版の完成

1月27日（火） Taiwanhour台湾師範大学劉宇挺教授による台湾の紹介授業

1月29日（木） 1月30日（金） Taiwanhour台湾師範大学生とのプレ・ディスカッション

1月31日（土） Taiwanhour台湾師範大学生との市内巡検，デイスカッシヨン

2月11日（水） Taiwanhour台湾師範大学生との郊外巡検，ディスカッション

2月10日（火） 2月13日（金）
現地調査計画の立案…テーマと関連する企業や研究機関・公的機関な

どの訪問計画情報収集方法や収集場所を計画する。

2月14日（土） Taiwanhour台湾師範大学生との日本文化体験，

2月24日（火） 2月20日（金） 現地調査計画の完成

3月12日（木） 直前発表練習

3月19日（木）
台湾師範大学附属高級中等学校にてラウンドテーブル・デイスカツ

ション

3月20日（金） 台湾師範大学生とともに台北市内巡検・共同調査

3月21日（土） 台湾師範大学生とともに台南市内巡検・講演

3月下旬 最終レポート完成

3月28日（土） 研究レポート発表プレゼン大会

〔評価の観点〕

・交流活動における参加度，グループ活動

における協同性，調査計画の適切さ

【3月～春季休業中】

〔内容〕交流事業，現地調査日台異文化研究まと

め

〔方法〕・台湾現地学習
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・台湾師範大学附属高級中学校生徒との

ディスカッション（ラウンドテーブル形

式）

・台北フィールドワーク

・レポート作成

・発表会…研究グループごとのプレゼン

テーション・ソフトを用いたプレゼン

テーション。

〔評価の観点〕

・現地調査……調査内容の適切さ・深さ，

調査の協同性

・交流活動における参加度……積極的にコ

ミュニケーションできたか．自分の主張

を正しく伝えることができたか，

・レポート･発表……提案内容の適切さ･深

さ・明確さ。自らの生き方・在り方の変

化やグローバル提案のヒントを得たか。

・外部資源の活用･…･･台湾師範大交流活動

を研究の深化に結び付けることができた

か。

なお，授業評価は「地域課題研究」同様，点数に

よる評価はなく，観点別評価シートを使い，各自，

問題意識や意見を授業ごとに整理し記録していく

ポートフォリオをもとに，文章による評価を行った。

その際，「知識･理解」は評価の目的ではなく，各自

が学びや思考を深め，行動力の支えとなるものとし

て位置付け，「技能･表現」は，主に自己の整理と他

者とのコミュニケーションの円滑化のためのものと

して位置付けた。発表（口頭・紙面など）に対する

生徒問の相互評価も重要なものとして位置付けた。

また，交流事業や現地学習の際には，台湾師範大関

係者の外部評価も重視した。

4．台湾師範大学・附属中等学校との打ち合わせ

交流事業に先立ち，2014年8月5日（月）に本校

教員と国立臺潜師範大学の担当者の間で台北市内ホ

テルにて事前打ち合わせを行った。参加者は国立臺

湾師範大学からは英語学系教授の張瓊惠，助理教授

の梁孫傑の二人，金沢大学附属高校からはSGH委員

で当該学年担任の高橋栄一教諭，金森久貴教諭の二

名および通訳として假日旅行者股扮有限公司の彰瑞

蓮氏の5名である。

打ち合わせの内容は，以下の3点である。

①台湾師範大学の学生を本校に招聰する案件につ

いて

②本校生徒が師範大学or附属中学校を訪問する案

件について

③本校生徒が師範大学生とともに市内フィールド

ワークを実施する案件について

それぞれ人数，日時,交流事業内容(Taiwanhour,

巡検等）の概要，および各種予算・必要経費とその

支出方法についておよその内容を確認した。その結

果，ほぼ本校が計画した当初の予定通りの事業がで

きることを確認・合意した。また，その際，今後の

円滑な連絡のためには本校と台湾師範大および師範

大附属高級中等学校の間を取り持つコーディネー

ターの任用が必要であることを合意した。

後日，師範大学から，必要な3人の現地コーディ

ネーターをリクルートすることができた旨連絡が

あった。現地コーディネーターの主な役割分担は以

下のとおりである。また，連絡業務記録は表2にま

とめた。

全体の統括に関しては，台湾師範大英語科の劉宇

挺助理教授が担当することとなった。劉先生は今回

の交流事業の最大の協力者である。さらに日本語の

英訳，英語の邦訳による連絡・調整には，台湾師範

大大学院生の山口紘輝氏，師範大学生，師範大附中

との連絡・調整には同じく師範大大学院生の察明嘉

氏にお願いすることになった。
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表2現地コーディネーターの連絡業務記録

月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

業務内容

附属高校台湾現地学習の際の交流事業の日

程調整

･交流事業の内容検討

･今後の連絡方法の調整等

･SGH事業における経費の確認

･SGH台湾現地学習時の事業の細案検討

･SGH師範大生金沢訪問事業の細案検討

･SGH師範大生金沢訪問事業の学生へのり
クルート

･SGH師範大生金沢訪問事業の学生の選抜

･SGH師範大生金沢訪問事業の経費の確認

･選抜した学生の紹介ビデオ作成，送付

･師範大学附属中学校との連絡・調整

･SGH台湾師範大金沢訪問事業の事務連絡．

処理

･SGH台湾師範大金沢訪問事業の事務連絡．

処理

･師範大学附属中学校との調整

グループ学習のテーマ調整

･SGH台湾Hourの細案検討・調整

･SGH市内・郊外巡検の細案検討・調整

･研究テーマ，研究内容の検討・調整

師範大学生との連絡・調整

･本校研究グループと師範大生とのマッチン

グ

･台北市内フィールドワーク時サポーターの

リクルートと選抜

･師範大学附属中学校との連絡・調整

グループ別の台湾現地のフィールドワーク

の細案検討

フィールドワーク時の訪問先の選定，連

絡・調整

師範大学附属中学校でのラウンドテーブル

のコーディネート

現地フィールドワークのコーディネート

･異文化研究まとめの外部評価

5．「異文化研究」授業実施記録

(1)授業実践の概要

今年度の「異文化研究」では原則A組は火曜日5．

6時間目,B･C組は金曜日5．6時間目に実施さ

れた。なお，3クラス同時開講をしないのは，コン

ピュータルームの使用制限を考慮してのことである。

実施概要を表lにまとめた。なお，表l中の匿壷］

回～唖は授業で使用したワーキングペー

パーである（後掲参照)。

(2)台湾師範大学金沢訪問事業

本校のSGH事業と金沢大学学校教育学類の英語

科が主管する交換留学生プログラムであるJASSO

（日本学生支援機構)事業と統合して,1月26B(月）

より2月14日（土）までの20日間，台湾師範大学の

学生を6人招聰し，異文化研究のための様々な学習

活動を行った。留学生招聰期間のうち1月26日（月）

から30日（金）まで4泊5日が本校SGH事業で，そ

れ以降2月14日までが金沢大学のJASSO事業とい

う形式をとった。

JASSO事業は英語教育に関する交換留学プログ

ラムであり，金沢大学での研修の他，実際に公立の

小学校・中学校など日本の教育現場においても研修

を行った。附属高校も実習授業の機会を提供するな

どの研修協力をしながら,SGH事業にも協力しても

らうなど,SGHとJASSOの有機的な連携を行った。

訪日した台湾師範大生は，洪読酒（大学院2年)，

王靖妻（大学院生1年)，楊斫純（2年)，許芳璃

（学部4年)，林易如（学部4年)，李盈萱（学部4

年）の6人である。学部の2年生から大学院2年生

までまちまちであった。多くの学生が将来的には英

語の教師を目指している。日本語はほとんどできな

かった。

台湾師範大の学生を招聰期間中には，師範大の先

生2名に随伴していただき,SGHTaiwanHourや

市内巡検の際の協力を得ることができた。プログラ

ム前半は劉宇挺助理教授，後半はGraemeTodd先

生である。

期間中の実施された計画は後掲のく資料4〉の通

りである。本校が海外からの講師を招聰するのは初

めての事でもあり，日台の価値観の相違や,SGH予

算や謝金の運用方法の制限などに不案内なため，実
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加者数は6名。

日程13:00附属高校発～

13:30金沢大学角間キャンパス発～

21世紀美術館～兼六園～金沢

城

17:00金沢大学角間キャンパス着

17:30附属高校着

②郊外フィールドワーク（白川郷）

日時2月ll日（水)9:30～15:00

内容本校生徒や金沢大学の学生さん達の案

内による白川郷の巡検の後，世界遺産

白川郷を例に挙げながら，日本の観光

資源開発や保持，地域開発の在り方に

ついて英語でディスカッションした。

参加した生徒は8名。（写真7）

日程9:30附属高校発

10:00金沢大学角間キャンパス～白

川郷～昼食～白川郷～

15:00金沢大学角間キャンパス着

15:30附属高校着

に英語によるディスカッションを行い台湾との

文化の違いについて理解を深めた。本校性は13

名参加した。（写真8）

日程13:00附属高校発

13:20金沢大学角間キャンパス発

13:45観光物産館和菓子作り体験

15:30束山，金箔工芸体験

17:00金沢駅学生・生徒は解散

（解散後小松空港～帰国）

■
■
■
『
０
口
・
町
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

４
・
・
・
・
・
・
・
町
。
．

写 真8日本文化体験

(3)金沢大学附属高校68回生台北訪問事業(3月18

日（水）～22日（日）（「台湾現地学習｣）

何と言っても異文化研究の最大の企画は本校68回

生全員の台湾訪問である。一年生後半から入念に準

備を進めてきた総まとめとして，台湾に渡り,現地の

大学生や高校生とともに，異文化理解を進めるため

のラウンドテーブルや，現地フィールドワークを実

施した。その中で課題解決方法の相違点・共通点を

発見し，より深い理解に基づいた多文化共生への手

がかりを探ろうというものであった。その際，環境，

社会，経済などラウンドテーブルのテーマやデイス

カッションの内容を事前交流により相方向で準備を

進めた。また，現地でのフィールドワークでは，師

範大生の協力を得て，市中に飛び出し，テーマと関

連する現地調査やアンケート調査を実施。より密度

の濃い探究活動を実現し，効果的な異文化理解につ

写真7白川郷巡検

③日本文化体験

日時2月14B(i)13:30～17:00

内容金沢の観光物産館で和菓子作り体験と

東山で金箔工芸体験を行い，伝統文化や伝統工

芸について附属高校生および師範大学生ととも
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<資料5〉ラウンドテーブルディスカッションのタイムテーブル

DiscussionbetweenKUHSStudentsandHSNUStudents

Thursday,Marchl9,2015

Schedule

Activities Times Venue Details

Welcome

Ceremony
9:15-9:30 SouthHall HSNUPrincipalwelcomeKanazawastudents

Selfintroduction:Introduceyourselfbyspeakingabout
9:45－9:55 Lab yourownname.

(Eachstudentandthefacilitatorhaveoneminute)

9:55-10:05 Lab
Kanazawastudentgivesabriefspeechonthetopic.(Each
studentspeaksusingaclipboard)

10:05-10:15 Lab
HSNUstudentglvesabriefspeechonthetopic.
(Eachstudentspeaksusingaclipboard)

Discussion
10:15-10:25 Lab Q&A

10:25-10:50 Lab
Students prepare fOra5-minuteoralpresentationand

makeaposterfOrthepresentation.

10:50-11:00 Break

l1:00-11:40 Lab OralPresentation

1l:40-11:50 Lab Studentsfillinfeedbacksheet.

Lunch 11:50-12:30 Lab
HSNUstudentsandKanazawastudentshavelunch

togetherinthelabs.

GroupPhoto 12:40-12:50 SouthHall
HSNUstudentsandKanazawastudentstake

piCtures.

group

Farewell 12:55 FastGate HSNUstudentsbidfarewelltoKanazawastudents

<資料6－1〉ラウンドテーブルディスカッションのグループテーマ

TeamASubcultureandEntertainment

カテゴリ(category) テーマ (topic)
本校
グループ

1 スポーツ(sports)
スポーツの社会に対する役割

Theroleofsportsinsociety
C4

2
娯楽

(entertainment)

映画文化に対する価値観の違い

Differenceinmovieculture
B-9

3
サブカルチャー

(subculture)

海外におけるアニメ文化の広がり

PopularityofJapaneseanimationinfOreigncountries
B-7

4 文化(culture)
台湾のマンガ事情

ComicbooksinTaiwan
A-l

5
娯楽

(entertainment)

日本のゲームと台湾のゲーム

VideogamesinJapan andTaiwan
B-5

6 文化(culture)
高校生のスマホ依存の現状の比較と，その分析

AnalysIsofhighschoolstudents'addictiontosmartphones
A-3

7 文化(culture)
民族文化の保護と現代ポップカルチャー

Protectionofaboriginalcultureandmodernpop-culture
A-9
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